
1

おかやまいんさつつうしん
Printing Journal OkayamaURL: http://www.opia.or.jp/　e-mail: okakumi351@yacht.ocn.ne.jp

岡山県印刷工業組合　〒 700–0826 岡山市北区磨屋町 10–20  磨屋町ビル 6F

TEL（086）223-6351　FAX（086）233-6504

2016 年 9月発行

No.No.33
Printing Journal Okayama3Printing Journal OkayamaPrinting Journal Okayama3Printing Journal Okayama

66
Printing Journal Okayama

6
Printing Journal OkayamaPrinting Journal Okayama

6
Printing Journal Okayama44Printing Journal Okayama4Printing Journal Okayama

　西日本旅客鉄道（JR 西日本）および公益社団法人津
山市観光協会が旧津山扇形機関車庫をリニューアルし
て、2016 年（平成 28 年）４月２日に岡山県津山市の
津山駅構内に開館した鉄道に関する事物を展示する博
物館（鉄道保存展示施設）。国内に現存する扇形機関車
庫の中で２番目の規模を誇る旧津山扇形機関車庫や収
蔵車両を中心とするさまざまな展示と憩いの施設で構
成されており、子供から大人まで地域や鉄道のことを
楽しく学ぶことができる。

津山まなびの鉄道館
つやままなびのてつどうかん
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　「プリンテックフェア 2016 IN 岡山」が、岡山県印
刷工業組合と合同印刷機材㈱の共催で、また、岡山県
製本工業組合・日本グラフィックサービス工業会岡山
県支部・岡山県洋紙商連合会・鳥取県印刷工業組合・
福山価値組委員会・岡山県印刷関連産業協議会の後援
で開催されました。
　フェアの内容は、印刷機材の展示会については合同
印刷機材㈱の担当で、参加企業は 36 社で、展示会場は
前回よりは少しゆとりのある会場になり、また、㈱ホ
リゾン西コンサルの会場には数台の機械が展示され雰
囲気が出ていました。また、岡山県洋紙商協同組合の

「紙」製品の展示は、通常見ることができない製品の展
示があり、見学者の関心を高めていました。
　その他、岡山県工組は「メディア・ユニバーサルデ
ザイン」の説明パネルとコンペ入賞者の作品を展示、
岡山県印刷関連産業協議会のコーナーは、「BCP」のポ
スターと昨年協定を締結した、岡山・鳥取・島根県工
組の調印書、協議会３団体との協定書を展示し、BCP
の説明コーナーを設けました。
　また、印刷・製本会社のコラボ展も 17 社の出展があ
り、各会社の特徴ある製品や技術を披露し見学者の関
心を深めていました。
　機材展会場への２日間の来場者は 645 名（受付入場
者）で、その内、岡山県工組の組合員は 39 社 242 名
の来場でした。
　各地の機材展は年々縮小傾向にありますが、岡山県
工組は今後も形を変えて「印刷情報展」を開催し、急
速に進展する印刷情報を組合員皆様にお知らせします。

「プリンテックフェア 2016 IN 岡山」開催
■期 日：平成28年８月26日（金）・27日（土）２日間

■会 場：コンベックス岡山

大塚理事長挨拶

開場テープカット

組合 MUD コーナー

岡山県洋紙商連合会コーナー協議会会員コーナー
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　「プリンテックフェア 2016 IN 岡山」に協賛して、
岡山県印刷工業組合主催で講演会・セミナーを開催し
ました。
　初日（26 日）は、２講座を開催しました。
１，演題：「地方に於ける中小印刷業の課題と展望」
　　講師： 浅野  健氏（元全日本印刷工業組合連合会会

長）
　　内容： IT 関連の急速な進展の中で、印刷業界を取

り巻く環境は紙媒体の減少化傾向が続いてい
る。この状況は更に進んで行く。全印工連は
十数年前から予測し、業態変革の必要性をお
知らせしてきた。今後は、環境変化を認識す
る中で更に変革を進めなければならない。重
要なのは人材の育成が大きな課題である。等
の講演を頂いた。

　　 　参加者は、97 名と多数の参加者で組合員以外の
参加も多く、熱心に受講していた。

２，演題：「メディア・ユニバーサルデザインの実践」
　　講師： 浦久保 康裕氏（大阪府印刷工業組合副理事長）
　　内容： 最初は MUD の説明と必要性についての講

義が行われ、中心は MUD をどうビジネス
に繋げていくか、障がい者に対する課題や
MUD 協会とリコージャパンの協業、大手印
刷会社と生保・金融会社との取組事例、食品
表示の改訂等や道路標識の改訂、災害対策標
識などの事例を挙げ説明された。

　　　　　 最後に、攻略ターゲットを決めればビジネス
チャンスは目白押しであるとの講演を頂い
た。

　　 　参加者は、74 名で MUD 有資格者（２級・３級）
も 21 名が参加した。

　　 　尚、有資格者を対象に講義の後、浦久保講師を
囲んで実務的な取組について懇談会が開催され、
詳細な内容の質疑が行われた。

　２日目（27 日）        
１，演題：「印刷メディア産業の進化の方向を考える」    
　　～新たなビジネスモデルと実践のヒント～
　　講師： 濱  照彦氏 （学）プリンティングアカデミー

名誉教授
　　内容： 時代の大きなうねりと印刷メディアの新たな

価値、新たなビジネスモデルの潮流、営業・
技術・経営力アップのヒントについての講演

　　参加者は、56 名
　各講座の内容は、今後の印刷業界の方向を示唆した
内容であった。

　「プリンテックフェア 2016 IN 岡山」講演会・セミナー開催
■ ８月 26 日（金）〜 27 日（土）　■ ２階バンケットルーム

浅野  健氏

浦久保 康裕氏

濱  照彦氏

参加者
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　全印工連主催「平成 28 年度第２回組織共済委員会」
と「中国地区共済キャンペーン会議」が、８月 19 日（金）
ANA クラウンプラザホテル宇部で開催された。当日は、
全印工連から白橋委員長、全国地区代表の委員長をは
じめ、中国地区の委員が参加。
　岡山県工組からは、廣野景冶担当副理事長が出席した。
　最初に、全印工連の白橋委員長が、今日、各地区の
委員長と中国地区の委員長に集まっていただいた。忌
憚のない意見交換を行い親睦を深めていただきたい。
と挨拶があった。
＜報告事項＞ 事務局より以下の項目の報告があった。
　１， せつび共済　地震補償コースの引き受け再開につ

いて
　２， 災害補償共済（傷害補償コース）の改訂について
　３， 全国事務局研修会の開催について
＜議　題＞
　１， 全印工連フォーラムについて    全日本印刷文化

典ふくしま大会
　２， 平成 27 年度共済キャンペーン表彰について
　３， 平成 28 年度共済キャンペーン推進方法について

各加入率の目標設定
　 　各議案について提案説明があり、意見交換が行われ

た。

■ 組織共済委員会報告

　平成 28 年度第２回組織共済委員会」「中国地区共済キャンペーン会議」

　９月定例三役会が、９月８日（木）にレストラン西
川の会議室で開催された。
　出席者は大塚理事長と副理事長、専務理事が出席し、
以下の議案について審議された。
１， 「プリンテックフェア 2016 IN 岡山」の結果報告

と今後の取組について
２， 平成 28 年度「共済キャンペーン」推進計画について

３，「官公需」対策について
４，その他
　　１） 全青協中国ブロック協議会岡山大会開催につ

いて
　　２）合同企業見学会バスツアー実施報告について
　　３）その他
以上の議案について審議された。

　９月　「定例三役会」開催
■ ９月８日（木）11：30 〜 14：00　■ レストラン西川
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労務問題 A
社会保険労務士　穐田　恒雄

& ??Q

Q 傷病手当金と出産手当金の計算方法が、変更されたと聞きました。どのように変更になったのでしょ
うか。

平成 28年４月より、傷病手当金と出産
手当金の給付金額の計算方法が変更され
ました。

　傷病手当金とは、業務外のケガや病気で会社を休ん
だため、給与が受けられないときに、休業４日目から
支給を受けることができます。
　一方、出産手当金とは、出産のために仕事を休み給
与が受けられないときに、産休中の生活保障として支
給されるものです。

平成 28 年３月 31 日までの１日あたりの支給金額は、
次の通りです。
≪休んだ日の標準報酬月額÷ 30 日×２／３≫

平成 28 年４月１日からの１日あたりの支給金額は、次
のように変更されます。
≪支給開始日以前の継続した 12 か月間の各月の標準報
酬月額を平均した額÷ 30 日×２／３≫
　
支給開始日（一番最初に給付が支給された日）以前の
期間が 12 か月に満たない場合は、次の２つを比べて少
ない方の金額を使用して計算します。
　① 支給開始日の属する月以前の継続した各月の標準

報酬月額の平均額
　② 28 万円（全被保険者の標準報酬月額を平均した額）
　　※ 協会けんぽの場合です。

　なお、協会けんぽでは、休業以前 12 か月の間に転職
をしている場合の計算方法は、転職する前も協会けん
ぽに加入しており、離職していた期間が原則１か月以
内であれば、転職前後の標準報酬を通算して計算しま
すので、ご注意ください。

A

傷病手当金と出産手当金の計算方法が変更されました。
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　経済産業省が我が国の製造業の実態を明らかにするため、毎年 12 月 31 日現在で工業統計調査を実施しており、岡
山県工業統計調査結果の概要は次の通りです。
　製造業全体
　１、事業所数　3,476 事業所 前年比較▲50 事業所（前年比▲1.4％）
　２、従業者数　140,309 人 前年比較▲1,031 人（前年比▲0.7％）
　３、製造出荷額等　8 兆 2,556 億円 前年比較 5,819 億増（前年比 7.6％）

　印刷・印刷関連業
　　印刷関連事業所数・従業者数・製造品出荷額等は以下の通りです。
　１、事業所数　171 事業所で前年比較 2 社（前年比 101.2％）
　２、従業者数　5,198 人で前年比較▲96 名（前年比 98.2％）
　３、製造出荷額　1,492 億円 前年比較▲47 億円（前年比 96.9％）

　事業分類による比較表

事業分類 事業所数 従業者数 製造品出荷額（万円）

15 印刷・同関連業  171 5,198  14,912,283

151 印刷業  144 4,507  14,283,877

1511 オフセット印刷業  116 2,683    4,895,063

1512 オフセット印刷以外    11     780    4,334,171

1513 紙以外の印刷業    17 1,044    5,054,643

152 製版業      3     138        107,580

1521 製版業      3     138        107,580

153 製本・印刷加工業    24     553        520,826

1531 製本業    18     490        466,783

1532 印刷加工業      6       63          54,043

　＊ 1513 紙以外の印刷業：プラスチック・シール印刷・ステッカー、グラビア等

 平成 26 年岡山県工業統計概要（製造業全体・従業者４人以上）
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印刷会社３社・製本会社１社訪問

　岡山県中小企業団体中央会が主催する「企業見学会」
が９月６日（火）に開催されました。県内の大学・専
門学校の学生 20 名が参加。コーホク印刷㈱長船工場、
日宝綜合製本㈱長船工場、㈱コーセイカン、友野印刷
㈱の４社を訪問見学しました。
　参加者は印刷工場や製本工場は初めての見学で、そ
れぞれの会社で新入社員の話や製品ができるまでの工
程を熱心に見学していました。

［　　　　　　］合同企業見学会〜バスツアー開催

コーホク印刷㈱

日宝総合製本㈱

友野印刷㈱

㈱コーセイカン

全日本印刷工業組合連合会

「共済制度加入促進キャンペーン」実施中
　全印工連では「生命共済・ライフピア」「せつ
び共済」「医療・がん共済」の加入促進キャンペー
ンを実施しています。
　岡山県工組も９月～ 11 月を加入促進重点期間
として運動を展開します。期間中、事務局や保険
会社の担当者がお伺いします。この機会に是非ご
検討下さい。
＜生命共済＞
＊�死亡・高度障害の他、不慮の事故による入院や
傷害について 24時間保障

　・割安な掛金で大きな保障が得られます。
　・ 企業が掛金を負担する場合、掛金は全額損金

又は必要経費となりますので、弔慰金見舞金
等従業員の福利厚生制度として役立ちます。  
等

＜せつび共済＞
＊�万が一の機械の損害をカバーし、経営安定をサ
ポートします。

　・ 掛金は一般の機械保険に比べて大幅に割安で
す。（約３分の１）

　・ 偶然による事故が発生した場合、修理費実費
に対し共済金が支払われます。  等

詳しくは、別途ご案内します。是非ご検討下さい。
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埼玉県入間郡三芳町竹間沢 283-1 〒354-8577　　
TEL 049-258-1611・FAX 049-259-1771

大阪市天王寺区堂ヶ芝2丁目13番18号大阪支店/〒543-0033
TEL.06-6771-5568　FAX.06-6772-9661

岡山県洋紙商連合会
㈱石 本 洋 紙
 岡山市北区大内田 769-5 TEL.292-8500

岡 山 紙 商 事㈱
 岡山市北区富田 53-1 TEL.225-5151

㈱高 田 紙 店
 津山市東新町 25 TEL. （0868）23-2154

㈱高 田 洋 紙 店
 岡山市南区米倉 72-3 TEL.244-1234

㈱ペーパーックス岡山
 岡山市北区大内田 715-2 TEL.292-5131

㈱丸 加
 岡山市北区岡南町 2-2-36 TEL.222-0216

㈱光 畑 紙 店
 岡山市北区北長瀬本町 13-3 TEL.255-6788

　リオのオリンピックも日本選手の大活躍で終わり
ました。
　400 メートルリレーで、世界の強豪を相手に銀
メダルを獲得。
　４人の確実なバトン渡しが成功の要因だと評され
ていました。
　私たちの仕事もそうでありたいと感じた一瞬でし
た。 （Ｋ）

 編 集 後 記


